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4３ 
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の
国
民
学
校
児
童
の
半
強
制
的
都
市
退
去
で
あ
る
集
団
学
童
疎
開
に
つ
い
て
、
近
年
よ
う
や
く
各
方
面
か
（１） 
ら
の
実
態
解
明
と
歴
史
的
位
置
付
け
の
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
同
時
に
戦
争
の
継
続
と
い
う
学
童
疎
開
の
大
目
的
を
否
定
す
る
見
解
も
依
然
、
存
在
し
て
い
る
．
そ
の
一
つ
が
保
阪
正
康
氏
の
「
四
十
万
人
の
日
本
人
を
救
っ
た
男
ｌ
忘
れ
ら
れ
た
「
学
童
疎
開
』
の
犬
（２） 
恩
人
一
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
集
団
疎
開
が
子
供
た
ち
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
施
策
が
東
條
内
閣
崩
壊
の
一
因
（３） 
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
政
治
、
軍
事
指
導
者
の
戦
争
政
策
へ
の
消
極
的
な
抵
抗
」
で
も
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
（４） 
さ
ま
ざ
ま
な
基
本
的
事
実
誤
認
に
も
と
づ
く
保
阪
氏
の
議
論
に
は
、
す
で
に
佐
藤
秀
夫
氏
の
適
切
な
批
判
が
あ
る
。
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
集
団
学
童
疎
開
を
語
る
場
合
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
皇
太
子
明
仁
ら
の
苦
労
話
で
あ
る
。
「
学
童
疎
開
の
代
表
的
な
存
在
は
、
天
皇
〔
こ
の
場
合
は
現
天
皇
を
指
す
ｌ
引
用
者
、
以
下
同
様
〕
で
あ
る
」
「
皇
太
子
〔
当
時
の
皇
太
子
〕
は
学
友
た
ち
に
面
会
（５） 
に
や
っ
て
く
る
父
母
の
姿
を
見
て
、
寂
屡
感
を
味
わ
っ
た
節
が
あ
る
」
と
い
っ
た
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
対
照
で
あ
り
、
昭
和
天
皇
が
国
民
の
身
を
思
っ
て
終
戦
の
詔
書
を
下
し
た
、
と
の
神
話
の
系
列
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
皇
太
子
も
当
時
の
子
供
た
ち
と
同
様
、
い
や
そ
れ
以
上
の
苦
労
を
疎
開
先
に
お
い
て
味
わ
っ
た
、
こ
れ
は
天
皇
・
皇
室
・
皇
族
と
国
民
と
の
一
体
感
を
櫛
明
仁
皇
太
子
の
「
集
団
学
童
疎
開
」
は
じ
め
に
青
木
哲
夫
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4４ 
一九四四年一二月二三日、良子皇后は皇太子明仁の誕生Ⅱにあたり全国の集団疎開学童に対して菓子を与えるこ
と
と
し
た
。
同
時
に
皇
后
作
の
短
歌
「
つ
き
の
世
を
せ
お
ふ
へ
き
身
そ
た
く
ま
し
く
た
魁
し
く
の
ひ
よ
さ
と
に
う
つ
り
て
」
が
一
疎
開学童のうへを恩ひて」との詞書を付して発表された。この後、疎開学童たちが暗唱し、式典などで歌ったり、習
字に書いたりした“皇后御歌“である。
皇后はすでに例年三月二七日前後の、戦死軍人の遺児（”靖国の遺児〃）の靖国神社ないし護国神社参拝行事
（７） 
（”遺児の日“）にあわせて〃紋菓“を与えることを慣例化していた。紋章のあるなしは死別と一時的生別という功
績
（
犠
牲
）
の
差
と
い
え
よ
う
。
この菓子と短歌の発出に皇后の自発性がどの程度あったかは別にして、文部省はじめ疎開政策推進当局は集団疎
成するための格好の材料である。そして、これに追加されるのが、”皇后陛下のビスケット“、すなわち良子皇后に
よ
る
明
仁
皇
太
子
誕
生
日
を
記
念
し
て
の
集
団
疎
開
学
童
へ
の
菓
子
授
与
で
あ
る
。
こ
れ
は
”
慈
悲
深
い
皇
室
“
像
の
形
成
に
寄
与
し
、
先
の
一
体
感
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
この皇太子の「疎開」についても佐藤氏が疎開の階層性の現れとして述べられているし、梅田欽次氏の言及もあ
（６） 
る。本稿ではそれらをふまえて、｝）の皇太子の「疎開」およびその周辺について実態と性格の究明をめざしたい。
そ
の
際
、
一
般
の
集
団
学
童
疎
開
と
の
対
比
が
一
つ
の
軸
と
な
る
。
本稿では、「御歌一・「御用邸」といった天皇・皇室関係特殊用語を叙述においては用いないことにする。根本的
な
人
間
差
別
に
も
と
づ
く
、
こ
う
し
た
用
語
は
是
認
す
べ
き
で
な
い
。
も
ち
ろ
ん
一
方
で
は
差
別
の
厳
然
た
る
存
在
を
明
示
す
る
た
め
に
使
用
す
る
意
味
も
あ
る
と
は
考
え
る
。
が
、
天
皇
・
皇
室
を
め
ぐ
る
現
状
況
を
み
る
と
特
殊
用
語
を
当
然
視
す
る
風
潮
に
客
観
的
に
力を貸す側面も無視できない。文章上の違和感が生じることは承知で、あえて試みることにした。
皇
后
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
皇
后
短
歌
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4５ 
彼らは真実、感激して味わったであろう。なぜ、皇后が全国数十万の疎開学童用にこうした甘味材料の消費を命
じることができるのかを疑うことは不可能であり、素直に皇后の格別の配慮に感動したのである。こうして天皇・
皇室との一体感が培われていった。
短歌と菓子は行政機構を通して伝達され、大仰な式典が催されて、疎開学童は”聖旨“に応じる決意を表明する
のと引き替えに両者を受け取った。なかには次のような事例もあった。
私のいた宮城県では、仙台の県庁でその伝達式があり、私が児童の代表で参列しました。校長先生と寮長の先
生に引率されて、｜泊で仙台まで行き、次の夜遅く登米の駅に着きましたが、びっくりしたことに、厳冬の真夜
中にみんなが整列し「気オッケー・一の号令で迎えたことです。
当時、零下十度以下だったことは確実です。雪で汽車が猛烈に遅れ、来るか来るかと思いながら、我慢して
待っていたそうです。皇室からの御下賜品の菓子となると、先生方としてはこれだけの形を整えるのが当然だっ
開の維持強化に最大限これらを活用しようとした。’二月一一三日、文部次官より関係地方長官あてに発せられた文
書は、「決戦下学童集団疎開ノ本旨一一徹シ愈々志気ヲ昂揚シ身心ノ錬成ニカメ」て皇后の「御思召」にそうよう指
（８） 
示し、短歌を「日常識ミーナ奉諏セシメ以テ宏大ナル御仁慈ヲ日夜欽仰スル’ことを命じている。
この菓子と短歌は疎開終了後も長く関係者の記憶に残り、しばしば回想されている。甘味物に飢えていた子供た
ちの菓子の記憶が強いのは当然であり、日常歌うことになった歌についても同様である。菓子については次のよう
な記録がその受けた感動を示している。
（９） 
頂いて戻って来て、「恩賜」といふ字を見てゐたら、皇室の御恵みの深さに涙が出て来てしまった。〔六年女
した。皇戸
一年の兄〕
子
一ノ
静子が竹井さんのお母さんにお頼みしてとどけて頂いたお菓子を、東京から送ってきましたので有難く頂きま
（Ⅶ） 
た。皇后陛下のお思し召し、本当に勿体なく感じますね。〔疎開先の五年生の妹から菓子を送られた高等学校
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4６ 
厳冬を耐えることの代償としてしか甘い菓子に接することができない子供たちもいたのである。
そして子供たちが応じることを迫られた〃聖旨“とは単に彼らを励ます、というものではない。文部省は翌四五
（皿）
年一月六日、国民教育局長発関係地方長官あて文書において「皇后宮御歌謹解一なる解釈を通達した。そこでは短
歌前段について「我が国は肇国以来三千年、上に万世一系の、皇室を戴き奉り、祖孫相継ぎ億兆心を一つにして、
万邦無比の国体を護持し、其の隆昌発展に力めて来たのでありますが、国民学校の児童は、この遺風をうけ継いで
大東亜戦争を勝ち抜き、礦古の大業を翼賛し奉るべき重大な責務を双肩に荷なはなければならぬ大切な身であるこ
とを、この御句の中に示し給うたもの」であるとする。ここまでの内容を子供たちは理解しなければならない。
単に戦争遂行だけでなく、万世一系の天皇を持つ国体を担うことを命じられているのである。さらに後段について
も、「どんな不自由や困難にもうち勝つ強靭な精神と身体とを殿Ｃることを眼目に解釈している。
皇后短歌の公的解釈は「国体の護持・発展」、「戦争の遂行・勝利」という疎開の公的目的を認識し、「不自由や
困難に耐える」ことを強いた、まことに疎開政策の現実に適合したものであった。これが菓子と一緒に出されてい
ることに注目しておくことも必要だろう。いわゆるアメとムチなのであるが、それが皇后（母）が幼い皇太子の誕
生日を記念するという一種のオブラートを包んで下されていることは天皇・皇室ならではの役割を示している。今
日この状況から我々はどれほど脱却しているだろうか。むしろ、象徴天皇制の主要な機能として生き続けていると
（咽）
い》えよう。なお、後述するように、この菓子と短歌に関連しては、皇太子の動静そのものは何ら述べられていな
い。皇太子の「疎開‐一の検討に先立って、三人の天皇の女児（孝宮・順宮・清宮の内親王）が参加した女子学習院の
（ｕ） 
たのでしょう。
’一三内親王と入江侍従の「疎開」
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4７ 
疎開などが無いやうな世の中で予が側にゐてゆっくり教へてやれるものなら何とでもしてやれるのにそればか
り
は
残
念
だ
。
来
月
廿
日
頃
に
塩
原
へ
疎
開
す
る
由
。
来
年
の
三
月
頃
ま
で
と
の
予
定
。
そ
の
あ
と
は
又
そ
の
後
考
へ
る
の
で
あ
ら
（Ｍ） 
う。来年の一二月に家へ帰って来られるくらいなら万々歳である。
ここには「国のため」・「戦争勝利のため」・「正しい教育のため」といった集団疎開の公的目的への言及はない。
八
月
二
三
日
、
女
子
学
習
院
一
行
は
栃
木
県
塩
原
で
の
疎
開
生
活
を
開
始
す
る
。
訪
問
し
た
入
江
は
三
一
日
の
日
記
に
「
食
物
は
丼
飯
と
一
菜
に
漬
物
。
空
気
は
よ
し
、
お
湯
に
入
る
の
で
お
腹
が
空
い
て
仕
方
が
な
い
と
の
事
、
間
食
は
時
々
唐
黍
や
ら
馬
鈴
薯
や
ら
が
ある由」とした後「総て一般の疎開学童とは比較にならぬ（塩原だけで四千五百人、握り飯に梅干しで方々の山に
（咽）
蕗
を
求
め
薪
を
探
し
て
ゐ
る
）
。
た
ご
厳
冬
期
だ
け
が
心
配
に
な
る
だ
け
だ
」
と
続
け
て
い
る
。
疎開開始早々で「握り飯に梅干しだけ」とはやや不審ではあるが、入江はこのような情報に対しても何らの疑問
も心の痛みも感じず、我が子の状況のみに安心している。これは、子の親としては各め立てすべき事ではないとも
い
え
る
が
、
戦
争
の
最
高
指
導
者
・
最
高
責
任
者
の
近
く
で
、
そ
し
て
四
か
月
後
疎
開
学
童
の
身
を
思
っ
て
仁
慈
を
恵
む
人
物
の
近
く
で
働
い
て
い
る
者
の
日
記
と
し
て
は
い
さ
さ
か
奇
異
で
は
あ
る
。
そ
し
て
令
子
は
九
月
末
に
は
「
寂
し
い
」
と
帰
っ
て
き
た
の
で
（焔）
あ
る
。
こ
の
こ
と
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
刊
行
『
入
江
日
記
』
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
送
り
帰
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
入
江
は
天
皇
・
皇
后
の
世
話
の
他
に
内
親
王
関
係
の
仕
事
も
し
て
い
た
の
で
、
塩
原
に
は
随
時
出
か
け
て
い
た
。
後
年
の
随
筆
の
な
か
で
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
内親王さまは福渡の御用邸から小一里はなれた塩の湯の学校へお通いになる。〔中略〕御用邸には簡単な防空
栃木県塩原への「疎開」をみておこう。皇太子・義宮（天皇の次男、現常陸宮）に準じる位置にあることから、予
備
的
に
彼
女
ら
の
場
合
を
見
て
お
き
た
い
こ
と
と
、
息
子
を
皇
太
子
に
娘
を
三
内
親
王
に
同
行
さ
せ
、
自
ら
も
内
親
王
の
世
話
に
あ
た
っ
て
お
り
、
天
皇
・
皇
后
の
近
く
に
い
た
侍
従
・
入
江
相
政
の
意
識
を
探
っ
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
入
江
は
四
四
年
七
月
三
一
日
の
日
記
で
、
女
子
学
習
院
在
学
中
の
娘
・
令
子
の
集
団
疎
開
参
加
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ア（》。
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4８ 
ここで塩の湯の学校というのは疎開宿舎の明賀屋旅館である。『学習院百年史』によれば、女子学習院の集団疎
開は一般公立校の集団学童疎開（当初、初等科三～六年）と違い、参加学年は初等科四年から中等科（高等女学校
相当）二年までであった。三内親王は八月二六日、一般生徒からやや遅れて日光から塩原福渡の用邸に移ったので
あるが、三人のうち、孝宮は中等科三年、清宮は幼稚園年長組でいずれも通例の集団疎開対象学年にはもちろん、
女子学習院のそれにも該当していない。孝宮は妹・順宮（中等科二年）とともに明賀屋の疎開学園に通学していた
が、同学年生がおらず単独の授業であり、清宮については疎開学園に常駐していた担当教官が用邸の方に通勤して
指導をしていた。四五年四月の学年がわりの後（新たに初等科三年も対象になった）は、三人とも疎開対象学年か
（旧）
ら外れることになったが、姉二人は単独の授業を受けに、妹は三年生の行事に参加するために通学した。
要するに、内親王は一般の女子学習院の子供とは巡って、学寮での日常生活はせず、自己の家である用邸から通
学し、また彼女らは女子学習院の授業・行事のごく一部にのみ加わったわけで、一般とは別個の行動をとっていた
のである。そして空襲対策も別個に練られていた。山間の地まで空襲された事例はあるのだから、もし本格的な空
襲
が
な
さ
れ
て
い
た
ら
明
賀
屋
の
女
子
学
童
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
。
以上、三内親王の「疎開」は女子学習院の集団疎開とはごく一部が重なるのみであって、基本的には別のものと
みることが妥当である。入江侍従の感慨に一般疎開学童との連帯を示すような記述がないのは、その意味で当然と
いうべきであろう。
壕が出来ていたが、学校には全く無かった。もっともあんな山の中の谷あいのようなところにまでおとすほど、
いかなアメリカでもものもちではなかったろうから、Ｂ羽をながめながらねそべっていたって、なんのことはな
かったのだが、｜応のたてまえとしては空襲警報が出た場合には、すぐ自動車で御用邸へおかえりになる、とい
（Ⅳ） 
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
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4９ 
皇太子が東京を避けて沼津や日光で生活していることは公表されていない。単に居所のみならず東京から離れて
いること自体が公には伝えられていなかった。一時、「松代大本営」工事（これも真の目的は秘密であった）を学
習院移転のためのものであるとの噂が長野県松代近在に広まり、さらに「皇太子はもう松代まで来ている一との噂
（旧）
が増幅されたというが、ありうることである。皇太子の動静は本来かなりの程度、新聞報道されていた。一九四四
年初めからの皇太子の動きを『朝日新聞』から拾っていくと次のようになる（他紙もほぼ同一）。
一月七日
宮城に出かけ天皇・皇后に新年のあいさつを述べる。
一
月
二
二
日
科
学
博
物
館
へ
。
二
月
一
一
日
紀
元
節
に
際
し
、
宮
城
へ
。
三月三○日学習院卒業式、皇太子は四年、義宮は二年をそれぞれ修了（なお、三一日の記事には義宮が卒業
（卯）
式に出席したとの記述はあるが皇太子には一一一己及していない。欠席したようである）。
四月一三日学習院の同級生六○名と共に赤羽台の陸軍被服廠を訪問、見学。
四月一七日同じく神奈川県の浦賀船渠を訪問、進水式を見学。
四
月
二
九
日
学
習
院
の
天
長
節
式
典
に
参
加
。（ママ）
五月一二、四日香取、鹿島神社参拝。’○○航空隊」に一泊。
この直後沼津に出発するのであるが、以後、皇太子の記事は二月二八日の義宮誕生日に関するものまで現れ
ない。そこでは「天皇皇后両陛下、皇太子殿下、正仁親王殿下、各内親王殿下には同日御夕膳のお祝膳にっかせら
（皿）
れた」と東京・日光・塩原と別れている一家があたかも揃って夕食をしたかのような記述であるが、よく彗江むと
〃｜緒に“とは書かれていない。
三
所
在
不
明
の
皇
太
子
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次は一二月二一一一日の皇太子自身の誕生日（疎開学童への菓子授与が発表された日）に関する記事であるが、そこ
では、皇太子自身の動静は何らふれられていない。「宮中の御慶び／皇太子殿下御誕辰」との『朝日新聞』’二月
二四日付記事の全文を次に掲げる。
二十一一一日皇太子殿下の御誕辰の佳き日天皇・皇后両陛下には午前十時御内儀にて三笠宮殿下をはじめ奉り御
参内の各皇族殿下の御祝辞を受けさせられ、ひきつぎき松平宮相、木戸内府、藤田侍従長、蓮沼侍従武官長、広
幡皇宮大夫ら側近奉仕者の御恐悦言上を聴召され、正午早々御内々の御祝膳につかせられた
肝腎の皇太子はどこでどうしているのか。直前の義宮の誕生祝いと比しても奇異である。念のため、前年四三年
一一一月二一一一日夕刊の同紙記事「皇太子殿下／けふ御誕辰／御両親陛下と御団簗｜を見ると、「〔皇太子は〕両陛下と
お揃ひにて、御参内の高松宮殿下をはじめ奉り各皇族、王公族殿下の御祝賀を続いて松平宮相、木戸内府、百武侍
従長、広幡皇宮大夫、蓮沼侍従武官長ら側近奉仕者将官の拝賀を受けさせられ、正午両陛下とお揃ひにて午餐の御
祝膳につかせられて佳き日を祝賀せられ」云々とあり、当然のことながら、皇太子を中心としての記述となってい
かくて皇太子は四四年一二月の誕生日に両親と対面できるような所にいないことはわかる仕組みにはなってい
た。しかし、そのことは明記もされないし、それではどこで何をしているのかは不明なのである。せっかくの記念
菓子にもかかわらず、皇太子自身が疎開学童の先頭にたって〃次代の戦力“たらんとする意志の表明もしていな
皇太子が次に新聞紙上で姿を見せるのは四五年一月一日付各紙の「宮内大臣謹話」においてである。そこでは、
「目下学習院に御在学の上、御心身鍛練の外「｜と、学習院において集団疎開に同行していることは想像させるもの
の具体的には一切不明である。
その次の登場は、先に註（四）でふれた四五年八月二日、宮内省の東宮職設置・東宮大夫への穂積重遠起用に際
してのものである。各紙ともほぼ同じ内容であるが、ここでは註（⑬）との関連から『信濃毎日新聞』の「近く東宮
る
。
い
◎ 
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御
学
問
所
へ
／
畏
し
配
給
生
活
の
御
日
常
／
皇
太
子
殿
下
」
か
ら
引
用
し
よ
う
。
皇
太
子
殿
下
に
は
、
学
習
院
初
等
科
第
六
学
年
に
御
在
学
遊
ば
さ
れ
、
か
ね
て
か
ら
海
に
山
に
或
い
は
高
原
の
行
啓
先
に
お
い
て
、
御
学
友
と
日
々
厳
格
な
る
規
律
下
に
御
勉
学
に
、
御
運
動
に
、
心
身
御
鍛
練
の
御
日
常
を
過
ご
さ
せ
袷
ひ
、
御
健
康
も
い
よノー勝れさせられると承るは、一億の慶祝し奉る所である／〔中略〕／殿下には大体毎日午前六時御起床御日拝
〔傅育官立
な
ど
の
御
後
、
上
半
身
裸
体
体
操
を
遊
ば
さ
れ
、
つ
い
で
副
官
を
お
相
手
に
剣
道
な
ど
の
連
動
を
遊
ば
さ
れ
、
七
時
よ
り
午
後
四時まで御勉学、御運動、御鍛練は申すに及ばず、教場清掃に至るまで同級生と全く同じ御日課を御精励遊ばさ
れ、申すも畏きことながら、朝昼の御食事はお丼一杯にて、全く御学友同様、学童の配給生活をそのまＬの御日
常を過ごさせ給ふは畏き極みである。〔以下略〕
皇
太
子
の
海
・
山
・
高
原
の
生
活
が
長
期
滞
在
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
が
、
東
京
か
ら
随
時
旅
行
し
て
い
る
と
も
、
あ
れ
こ
れ
移
動
し
て
い
る
と
も
、
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
学
友
の
随
伴
・
共
同
生
活
は
一
定
の
集
団
合
宿
生
活
を
こ
そ
連想させるものである。しかし、それはあくまで”行啓〃であって集団疎開学童との連帯性はなんら示唆さえされ
ていない。そして滞在地は明記されていない。
（皿）
皇太子・義宮が実は「疎開」していたのだとの記事が出るのは敗戦後、帰一泉にさいしてである。
皇太子の「疎開」は口頭では伝わっていた可能性はある。しかし、公的には発表されることはなかった。切り離
されて扱われており、したがって皇后菓子や皇后短歌に関連して取り上げられることもなかった。疎開学童と皇太
子の連帯もまた、ありえなかった。
一般には一九四四年五月の沼津行きをもって皇太子の「疎開」が始まったとされているが、沼津行き以前の千葉
、
三
里
塚
行
き
四
三
里
塚
か
ら
沼
津
へ
■ 
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県三里塚牧場での生活を「疎開」と書く文献がいくつかある。
「立太子記念御写真帖皇太子殿下』掲載の「皇太子殿下御略歴」には「昭和十九年三月二十三日千葉県三里
（羽）
塚下総御料牧場御疎開。／同年四月御帰京」とあり、千田夏光『皇太子よどこへゆく』は｜この年の一一一月二十一一一日
（別）
に、皇太子は三里塚にあった皇室御料牧場へ初の疎開をされるのである。」という。
両書が日付まで述べているのは信懸性をうかがわせる。前出新聞報道のように三月三一日の学習院卒業式に皇太
子が欠席したのは、この三里塚行きのためと考えられる。
三里塚行きを述べながらも吉田伸弥『天皇への道』は、これは馬術の集中練習の合宿であった、という。すなわ
ち「十九年三月末から四月初めにかけて、一週間の集中練習が、三里塚の下総御料牧場で行われた」。そして、一明
仁親王の寝室の隣に、赤坂の東宮仮御所では看護婦出身の女子職員が不寝番をしていたが、三里塚では山田、東
（閉）
園、村井傅育官が交代で待寝した。それはやがて現実となる疎開の予行演習でもあった。」とする。
この「予行演習」というのが意図してやったものなのか、結果としてそうなったというものか、文脈上はっきり
しない。後者のように結果論をとれば、三里塚行きは「疎開」ではなく、先にあげた請書の記述は正確でないこと
質である。
こ
の
しない。
になる。②沼
津
で
の
生
活
（配）
皇太子が静岡県沼津の用邸に移ったのは一九四四年五月一五日である。これに先立って一二日、学習院初等科四
（飯）
年以上一七三名は東京を出発、沼津の学習院遊泳場宿全口の集団疎開生活に入った。
吉田氏の記述は三里塚行きの内容は明確で、未来の大元帥である皇太子にとって乗馬の練習は不可欠であるが、
この戦局多端の時期に集中合宿をするかどうか、疑問ではある。したがって「疎開一であったとの記述を全否定す
ることも蹟曙される。それにしても、三人の担当者が交代で夜もつきそうというのは一般の学童疎開とは非常に異
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かねて学習院では各家庭にたいし縁故疎開を勧奨していたが思うように進展せず、集団疎開を実施することにし
たのであった（三年以下は在京）。沼津は水泳訓練の地であったが、戦局の推移によって前々年（四二年）夏、海
軍出身の山梨勝之進学習院院長の「工業都市であるうえに駿河湾は潜水艦が入り得る水深なので、艦砲射撃を受け
る危険がある一との判断で訓練を中止していたところであった。集団疎開先に他に適当な所がなく、検討・調査の
（犯）
結果、「現段階では安全」との結聿”となったという。しかし、侍従武官であった城英一郎の日記によれば四三年夏
（？〕（調）
皇太子の沼津への、義宮の葉山への避暑について七月七日一海軍省の意響を伺合」し、安全の確認が一えられたので
（卯）
あろう、同月一九日、それぞれ出発している。宮内省・海軍省は山梨よりも楽観的であったよ》っだ。
ここで問題になるのは、学習院の集団疎開と皇太子の東京離脱との相互関係である。千田氏は．般生徒を連れ
て行ったのは、前に書いたように一人だけでは教育ができなかったからであった」とし、「疎開といっても、一般
学習院生徒と皇太子を同じ建物に住まわせるわけにはいかない。ここだと御用邸と寮があるから、条件にかなって
（馴）
いたのである」として、皇太子の東京離脱が先行したと理解している。一方、『東久邇日記」四四年四月一一六日の
記述一宗秩寮総裁武者小路公共来たり、皇族の疎開について協議す。学習院初等科生徒が学童疎開で沼津に移るの
（蛇）
で、皇太子殿下も同時に疎開されるとのことであった。」をそのままとれば、学習院の集団疎開が先行し、皇太子
はそれに随伴した、と考えられる。もちろん、学習院の集団疎開の計画が先行したとしても、それは皇太子の去就
と併行して考えられたことには違いなく、宮内省方面とは相談のうえであることは『学習院百年史』も述べてい
る。したがって千田氏が述べているようなことが前提となっているとすれば、「東久邇日記』の表現は必ずしも学
習院先行を意味するものでもない。傅育官など皇太子周辺の方針と山梨などのそれとどのような関係にあったか、
そこでのイニシアティブの所在が問題として残る。
上記は別にして確認しておくべきことは、皇太子らの移動先の安全性についてはしっかりと調査・検討がなされ
ていたことである。一般の縁故疎開勧奨はすでに行なわれていたわけであるから、皇太子らの事例は高橋紘氏の言
（鋼）
われるような「随分早めの〃遁走”」ではなく、基準ないし性格の違いとしてみなければならない。
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すでに述べたように、沼津での皇太子は沼津用邸におり、一般の児童が遊泳場宿舎にいたのとは違っていた。皇
（鋼）
太子は「遊泳場隣の御用邸から御通学になり、朝会時か》ｂ日課表による学習その他に参加された」。すなわち一般
の児童が二四時間、教員と起居生活をともにしたのに対し、在京時と同じように通学していたのである。皇太子に
とっては場所が変ったのみで新規の「師弟同行」教育に移行したわけではなかった。
（弱）
もっとも『学習院百年史』記載の日課表には朝食は六時一○分の朝会の後、六時五○分からとなっており、これ
にしたがえば、皇太子も一般生徒と朝食を共にしたことになる。後述のように日光や奥日光では食生活に関する記
述が各書に見られるが、沼津時期についてはそのような記事がなく、実際どうであったかはわからない。ただし、
後の時期との比較から、皇太子がたとえ朝食を共にしていたとしても、同じメニューであったとは考えられない。
一般児童の食事についても不明である。取り分けてのコメントが『学習院百年史』にもないことは逆に、大きな問
題がなかったことの現れかもしれない。
皇太子の警備には近衛歩兵から儀仗隊が編成され（一個中隊約百人）、駐屯していた。彼らによって防空壕が作
（師）
られ、士ロ田氏によれば「御用邸を眼下に望む牛臥山の西の浜辺では十五センチ榴弾砲が駿河湾をにらんでいた」。
塩原と同様、特別の空襲（および海防）対策がとられていたのである。
学習院の沼津疎開は当初から一○月末までの期限付きであったが、実際には七月末をもって沼津遊泳場の閉鎖が
決定され、沼津疎開は三か月弱で終わる。皇太子の帰京はそれよりかなり早く、七月八日のことである。そして一
（釘）
○日には栃木県日光の田母沢用邸に移っている。｜股生徒が帰京したのは七月二一日で、二五日の一学期終了・夏
子の日光行きは沼津閉鎖とは一応別個のことであり、ここでも一般児童とは違う行動をしている。（調）
（弧）
季休暇開始にともなうものであった。学習院ではこの後、協議の結果、一二一日に沼津疎開終了を決めている。皇太
学習院生徒の次の疎開先が決まるのは八月四日以後で、五年生と三年生は日光、六年生と四年生は伊豆・修善寺
③
沼
津
撤
退
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ところで沼津撤退の理由は何であったか。言うまでもなく安全性の問題であるが、具体的なきっかけとしては河
（帆）
原敏明氏の「〔沼津が〕富士山を目標として来襲するＢ羽のコース下にあることが分って」との説と士ロ田氏・千田
氏のアメリカ潜水艦接近説とがある。後者は吉田氏によれば「サイパン島の守備隊三万人が七月七日全滅、米軍は
直接日本本土を空襲する体制を整えた。しかも、沼津の南西十キロにある大瀬岬の沖に米潜水艦が侵入してきたと
いう情報が、海軍から山梨院長に伝えられた。山梨は、明仁親王がただちに沼津を離れられるようにと宮内省に要
（烟）
講
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東京空襲が実際に開始されるのは、二月のことであるから、河原説はやや早手回しすぎる。また後述する四五
年二月の学習院修善寺学寮の閉鎖の理由が同様、アメリカ機飛行ルート下とのことであるから半年以上前に予測し
ていたと考えることはむずかしい。｜方、潜水艦云々も確認できないが、ありそうではある。そして吉田氏の記述
が正しければ、山梨は海軍の情報に接して即刻皇太子を沼津から離している。一般生徒は置き去りにされたことに
なる。いな、沼津付近の住民はみな置き去りにされたわけである。
潜水艦は別にして、サイパン陥落がきっかけであるということは、他にも「学習院百年史』や東園基文傅育官の（燗）
回想「サイパンがやられまして、海岸があぶないということで、それで急に日光にうつることになり」にもあり、
確実なところである。もし八日の皇太子の帰京がその結果だとすれば、やはり、客観的には学習院の児童は置き去
り
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
皇太子の移動には安全性の確保が至上命題であった。だから、こまかくチェックされ、短期間での再移動がなさ
れたのである。皇太子が、ついで学習院の一般児童が沼津から去った翌月から一般の集団疎開があわただしく始
（㈹）
であった。疎開先の学年の組合わせは皇太子と義宮の組合わせにあわせたと４℃考えられるし（後述のようにこの兄
弟は宿舎は別であったが、安全の配慮などでは好都合であったろう）、さらに日光に決まったことはすでに行って
いる皇太子にあわせたものと見ることができる。日光行きに関しては皇太子に学習院があわせたと考えるのが妥当
で
あ
る
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一般の学習院児童が日光に移ったのは八月二八日、五年生が五四名、三年生が五○名であった。日光での彼らの
宿舎は金谷ホテルの新館大広間で、板の間に畳を敷き、簡単な仕切りをして四室とした。ここはそれまで古河電気
まった。子供たちは当の沼津や駿河湾沿岸を含め安全性を考慮されることなく割り振られた疎開先に向かったので
ある。現沼津市を例に上げれば、麹谷・出雲・西六郷・相生・女塚・道塚・北蒲・東蒲（いずれも蒲田区）の各国
（帆）
民学校が疎開している。彼らが再疎開していくのは半年後である。
皇太子の一疎開」の問題性の第一は高橋氏の述べるような時期的なことではなく、その手厚い保謎、ほとんど隔
絶的な安全性の配慮である。次のように、皇太子の日光移動を一般の再疎開（四五年三月以降の疎開先の移動）と
同
じ
も
の
と
し
て
論
じ
る
の
は
正
し
く
な
い
。
戦況は昭和十九年に入ると急激に悪化し、アッッ島守備隊の全滅につづいて、六月アメリカ軍はサイパン島に
上陸し、十一月にはサイパン島からの本土空襲が開始された。そのうえ、敵の機動部隊が本土に近づき危険が
迫ったため、学習院の生徒たちも一般の学童疎開と同様、危険地帯の太平洋岸の暖かい静岡県沼津の疎開地から
（帽）
さらに、寒さのきびしい山間の町、日光に再疎開しなければならなかった。
これは四五年五月、学習院の軍事教官兼皇太子の軍事教育係として日光にやってきた高杉善治氏の言である。し
かし、皇太子らの日光移動は一般の当初疎開よりもさらに前なのであるから、こうした見方はなりたたない。この
誤認は高杉氏が赴任する以前のことであることからくる記憶違いか、単なる文章上の杜撰さか、はたまた意図的な
歪曲か、判断に苦慮するところである。
Ⅲ
宿
舎
と
教
室
、
保
護
者
た
ち
五
日
光
で
の
生
活
Hosei University Repository
5７ 
（輪）
工業日光精銅所女子挺身隊員が使っていたところであった。また、授業のための教室は一二年生は金谷ホテルの広間
を使い、五年生は田母沢用邸に隣接する東京帝国大学理学部附属日光植物園内の建物を使った。金谷ホテルから植
物園までは約二キロ、五年の教員と児童は徒歩で通学した。一般集団疎開の場合が地元の学校へ通学するのを基本
（仰）
としたのとは異なっている。机や椅子などを東京から運んで（一部は地一元国民学校から借用）各教室を作った。日
常生活の場と授業の場とを分けたのである。地元学校とは意図的に分離したと考えるのが妥当であろう。
しかし、皇太子も義宮も金谷ホテルには泊まらない。皇太子は田母沢用邸に、義宮は日光用邸にそれぞれ住み、
各々植物園と金谷ホテルに通学した。ここでも、一般児童との共同生活はしなかったのである。それのみか兄弟同
（畑）
士で３Ｄ行き来はほとんどなく、「たまに義宮が田母沢御用邸を訪問する程度だった」という。親子兄弟が別々に暮
らす東京での日常の生活を踏襲したのである。
皇太子の宿舎、田母沢用邸は吉田氏によれば、一部三階建て日本式木造鋼ぷき大小三四棟、百六室、計一、三五
（⑬） 
九坪という大規模なものであった。これが皇太子の日常生活のためのみに使われたのである。ここでも一般疎開学
童
と
の
隔
絶
性
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
なお、植物園の建物には暖房設備がなかったため、’一月二八日からは五年生の教室は田母沢用邸附属邸に移っ
た。やや近くなったが、｜毎朝およそ二○分の往路は、秋はまだしも冬にはかなりつらいものであった。」「この冬
日光地方は異常寒波に見舞われ、半世紀に一度という寒さを記録したほどであり、ほとんどすべての学生がしもや
一九四五年二月、学習院六・四年生がいた修善寺の疎開学寮は閉鎖され、新年度の三年以上と中等科一年は日光
に集結することになった。修善寺上空がアメリカ編隊機の通路にあたり、また天城山中に爆弾が投下されたこと
（副）
と、日光金谷ホテルの女子挺身隊員が引き上げて部屋が空いたことによる。さらに四月には新一。一一年生の希望者
も疎開することになり、全体が日光に集まった。
さて皇太子のまわりにはどのような付き添いの人間がいたのだろうか。東園前出回想では石川岩吉主席の他、山
（卯）
けに苦しんだ」。
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日光時代の学習院一般児童の食事について体験者の一人である橋本明氏は著書『平成の天皇』において当時の級
友
真
田
尚
裕
氏
の
「
日
光
疎
開
食
事
日
記
」
と
名
付
け
ら
れ
た
日
記
帳
を
も
と
に
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
驚
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
再
発
見
は
、
副
食
物
の
数
が
か
な
り
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
煮
も
の
に
は
カ
ボチャ、ゴボウが、つくだ煮には蕗が、焼魚にはカツオが登場し、トマト、キウリ、ゆで栗、ミョウガ、大豆、
ワ
カ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ウ
ド
ン
、
モ
チ
、
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
午
後
の
お
八
つ
の
の
時
間
に
は
一日置きに牛乳が出たし、お萩一個、汁粉一椀、芋菓子一切れ、リンゴ二片にビスケット、ゆで栗二十一個……
と多彩な内容だったのだ。
夕食にしても、カツオの照り焼き、ほつけの塩焼き、シチュー、カレーライス、ウナギの蒲焼き、お赤飯、ア
ジ
の
干
物
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
、
油
揚
げ
、
メ
ン
チ
ボ
ー
ル
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
野
菜
の
天
ぷ
ら
、
チ
キ
ン
カ
ッ
レ
ッ
な
ど
、
大
御
馳
走
（弱）
に舌鼓を打つ機〈雪も少なくなかったのである。
た
し
か
に
後
述
す
る
回
想
と
は
や
や
異
な
っ
て
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
橋
本
氏
も
一
再
発
見
」
と
い
う
よ
う
に
記
憶
上
の
印
象
とは異なっているのであろう。四四年時点であるから一概にはいえないが、他の一般集団疎開と比べて、かなり恵
ま
れ
て
い
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
橋
本
氏
は
同
時
に
「
大
豆
入
り
ご
飯
が
茶
碗
に
一
杯
と
い
う
量
の
少
な
さ
が
育
ち
盛
り
の
肉
体
に
こ
（記）
田康彦。東園基文・村井長正の四傅育官が交代（一一一週間日光滞在、｜週間帰京）で詰めたというから、一一一人は必
（兜）
ずいたことになる。さらに黒木従達が傅育官として七月、赴任しているｂ傅育官以外に、侍医や大膳方、警衛の内
（剛）
舎人などがいた。それらが学習院の教官以外に皇太子に専属していたわけである。さらに前述のように四五年四口河
に学習院の軍事教官兼皇太子軍事教育係として高杉が着任する。そして後述する護衛の儀仗兵一個中隊が加わる。
そ
の
他
、
入
江
が
塩
原
に
通
っ
た
よ
う
に
東
京
か
ら
通
っ
て
き
た
侍
従
や
職
員
が
い
た
で
あ
ろ
う
。
皇
太
子
の
保
護
体
制
は
在
京
時
と
基
本
的
に
違
わ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
②
食
糧
事
情
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5９ 
席の離れた学生が判で押したように質問するのは、昼休み中ときまっていた。
一黒豆みたいなものがあったよ」「あれはもしかしたらウナギだったかもしれない」目撃者のそんな報告に皆は
（訂）
う
っ
と
り
す
る
の
だ
っ
た
。
同様の回想はすでに前出『立太子記念御写真帖』に掲救された「殿下とぼくたち学友座談会」にある。日光暮ら
しから十数年後のものであり、間違いはないであろう。
橋本明「またわるいことには植物園の教室で、殿下の机のとなりが僕で、食事のときになると、殿下の食事が
眼に着いちゃって困ったナ。」
井口道生「僕たちは、量がすぐなかったからどうしても早くなるんだよ。」
、
、
、
、
、
、
入江為年「これんぼっちの弁当なら一口でたべられるなんて自慢したことがあったよ。」
橋本「一口で食くちまうところを、三十分くらいで一粒、一粒食べた奴がいたよ。」
（別）
真田尚裕「あれは一一口で食べちゃって、たいへんおこられたので、一粒、一粒食べたんだったよ。」
弁当に関するかぎり皇太子の学友たちの回想は一般の学童疎開回想の話題と同様である。皇太子はそこからはる
（弱）
たえ始めたのか、学生たちの体重低下が目立ってきた」と４℃いう。
それにしても、なお橋本氏が思い出さざるを得ないのは皇太子の弁当との比較である。
毎日のお弁当は、かんびょうの煮付けに、大根の漬物、あるいはナスの味噌煮にけずりぶし、といったものが
多かったが、ランドセルの中で登校時に揺られているうちに中身が片寄ってしまう。弁当を開いたときには半分
以上がスカスカになっていて、がっかりさせられることおびただしい。そんなわれわれにとって皇太子のお弁当
朱塗りの盆に乗って開かれる皇太子のお弁当は片方になど寄っちゃいない。たまご、鶏肉などを使った色とり
どりの豊富な中身のお弁当が、近くに席を占める学生を刺激する。
は目に毒だった。
一今日は何だった」
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食事なんかは大変な差がありましたねえ、あの時、僕らは相当ひどいものを食わされており、皆んな栄養失調
でやせ細っていたけど、あの人は丸々ふとっている感じでしたからね。〔中略〕皆は芋や野草などを食べていて
（伽）
も
皇
太
子
の
弁
当
に
は
ご
は
ん
が
あ
っ
た
の
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
加瀬英明氏は「天皇家の戦い』で次のように述べる。
他の生徒たちはホテルがつくった弁当を、丸いアルミ箱に入れて持ってきたが、皇太子は昼になると、御用邸
から内舎人が、紫の欲紗に包んだ黒の漆塗りの重箱を教室まで運んできた。そして、内舎人が魔法瓶をあけて、
やはり漆の御椀に赤だしを注いだ。他の生徒の弁当も、食糧事情が悪くなったとはいえ、最後まで米飯であった
し、おかずもかならず何かついていたが、皇太子の弁当に、美しい卵焼きや肉が入っているのを、羨ましそうに
（劔）
盗み見しながら食べた。
学習院一般児童の日光時代の食事内容については証言に食違いがある。しかし、皇太子と他の学童との差は歴然
と
し
て
い
る
。
皇
太
子
は
二
重
三
重
の
特
別
あ
つ
か
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
これらの証言と大きく異なって異彩を放っているのは高杉氏の著書である。氏は次のように言う。
日
光
は
山
間
の
辺
地
で
あ
っ
た
た
め
、
食
糧
事
情
は
沼
津
よ
り
い
っ
そ
う
悪
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
た
ち
が
金
谷
ホ
テ
ル
に
着いた晩のおかずは、キュウリの煮付けだけという粗末なものであった。だが、殿下はくつに不平をいうことも
きて「先生、｝堂
千田氏は「高等刊
証言を述べている。
か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
た
。
食事についての他の証言をあげてみよう。吉田氏は傅育官・東園基文の言を示す。
殿下はひもじい思いをなさらなかったと思いますが、お友だちはたいへんでした。休み時間にもニコッともし
ないで、じっとしているのですから。活発に遊ぶ人は少なかった。ヤブカンゾウという食べられる野草を取って
（閑）
きて「先生、これをおみおつけに入れてください」と差し出す学生もいてジンとしました。
千
田
氏
は
「
高
等
科
ま
で
皇
太
子
と
い
っ
し
ょ
で
、
い
ま
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
の
社
長
専
属
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
い
る
Ｆ
氏
」
の
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なく、煮付けをお食べになり、なお、野菜不足を補うため、学友たちといっしょに、田母沢川にヤブヵンゾウと
（腿）
いう野草をとりにいかれた。
皇太子も他の学童同様、粗食を余儀なくされたとの記述である。「煮付けだけ」は到着した曰だけなのか。そう
ともとれるが、野草取りは日常のことのようにも見える。しかし、日光に着いた晩の食事を皇太子が金谷ホテルで
食べたこと目体が疑わしい。皇太子は一般の学習院児童とは別行動で日光に着いたのであるし、金谷ホテルには宿
泊していない。高杉氏の言（到着の時には氏は日光にはいない、せいぜい伝聞である）は誤りと考えてほとんど間
違いないであろう。また、ヤブカンゾウ云々は先の東園の回想では一般学童が自ら探ってきたことになっている。
以上、日光時代の学習院の食事は副食に関しては一般疎開学童より、かなりよいものであったようであり（それ
でも全体としては不足していた）、皇太子はさらにそれよりはるかに豪華なメニューを食していた。
奥日光移動後については後述するが、皇太子が帰京したときの様子について、藤樫準二氏の「皇太子さまは転々
（閉）
として疎開生活であったが、まるまるとお肥りになって、見るからにお一兀気そう」との記述がある。
一九四五年六月初め、次の構成からなる部隊が新たに儀仗隊として日光に着任した。すなわち、三個小隊編成の
歩兵一個中隊を戦時編成の四個小隊に、工兵一個中隊・機関銃一個小隊・通信一個小隊。主計・軍医を加え、それ
（図）
に近衛騎兵の戦車一個中隊（十二両編成、八月到着の予定）で、六月着任は総勢二四○名であった。
吉田氏によれば、五月二六日の皇居被爆を機に本土決戦に備え、皇太子を守るため日光の儀仗隊を独立戦闘部隊
に強化したのである。吉田氏の著書には森越近衛第一師団長による田中義人儀仗隊司令官への「敵の本土上陸は近
い。主力は関東平野を上がってくるだろう。〔中略〕戦闘部隊を指揮し、最後まで戦い抜いて皇太子殿下をお守り
せよ―との指示と「状況によっては独自の判断で行動することを命じ、そのための資金を現金で与えた」ことが述
べられている。田中は、森師団長の命令は建設中の「松代大本営」まで米軍と戦闘しながら皇太子を連れていくこ
⑧
蕃
備
隊
の
増
強
と
奥
日
光
移
動
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6２ 
（初）
決
ま
っ
た
」
の
で
あ
る
。
この再移動の直接的な要因についてもまた、諸説があり、墜落米軍機から用邸近くの古河精銅所に印のついた日
（師）
光地方の地図が発見されたことなどがあげられている。
一方、特に具体的な事件をあげない文献もある。高橋氏は「四五年三月十日の東京大空襲、五月二十五日から一一
十六日未明にかけては、明治宮殿はじめ大宮御所、義宮御殿なども空襲で焼けた。Ｂ羽の攻撃は地方都市にまで及
ぶようになり、六月に入ると宇都宮方面も空襲の被害を受けた。山梨は皇太子を安全な奥日光にさらに移すことを
（舵）
決め一とし、その山梨学習院長は一戦況はさらに悪化して、敵はフィリッピン、琉球に侵攻し、Ｂ二九がときどき
（的）
宇都宮あたりまでくるようになったので、殿下は、奥日光湯一工の南間ホーテルに避難して頂いた」と回想している。
何か具体的な事件があった可能性は否定しえないが、それよりはこうした一般的な戦局の推移をとるほうが妥当で
この再移動は、先述の警備体制のところで見たように、最終的には一松代大本営」への移動を見越しての逃走経
路の中間点の意味合いが強い。吉田氏によれば、伊香保・軽井沢・奥日光とあった候補地のうち、奥日光が選択さ
れたのは次のような理由である。すなわち前二者は同級生約五十人を受け入れる施設がない、「東宮傅育官は、通
常の勉学を続けることが望ましいばかりでなく、皇太子の身の安全を図るためには、同じような年かっこうのそ
ろった同級生の集団が必要と考えていた」。奥日光には「比較的高級な南間ホテル」があり、宿泊していた古河航
空乗員養成所の少年飛行兵約百人も「いざという時には田中少佐の指揮下に入ることが決まり、移転先は奥日光と
（随）
移ることになる。
あろう。
（閲）
上」であると理解したという。
この皇太子に対する重保護体制は戦争を継続し本土決戦を実行するためのものであった。
警備体制の強化と並行して皇太子の日光からの再移動先が探され、その結果四五年七月二一日、奥日光。湯元に
同級生は集団教育の随伴者としてのみでなく、皇太子の影武者としての役割をも迫られるようになる。
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さて奥日光の施設と生活の様子であるが、同行した入江為年氏は「殿下は南間ホテルの新館に、私たちはその旧
館に泊まることになったが、お会いするのは、勉強の時と食事の時、それに勉強の間の休み時間くらいなもので、
（渦）
殿下がわれノーの部屋に遊びにいらっしゃることは少なかった一と述べている。ここでも皇太子は辻〈同生活には加
ある。
わらなかった。
奥日光への移動においても皇太子と他の六年生とは別行動であった。高杉氏は単に「殿下は、九日遅れて湯元に
（Ⅶ） 
来られた」とするのみでそのわけは語っていないが、圭口田氏は一般六年生三五人は、夏期鍛練の希望者のみという
ことで一五日、「リュックサックを背負い、遠足にでも出かけるような気分で奥日光に移った」のに対し皇太子の
（ね）
方はベンツに乗って奥日光にやって来たとしている。ベンツかどうかは別にして、ここでも別待遇であったわけで
南間ホテルの様子について詳しいのは次の高杉氏の記述である。
殿下のお部屋は、南間ホテル一一階東南角の二室と階下の次の間付きの八畳であった。二階の二室のうち、角の
部屋が殿下専用のお居間兼勉強室で、隣の部屋は侍従や侍医の詰めている部屋である。階下はご寝室となってい
た。このご寝室のそばには、ホテルの主人の配慮で防空壕が造られた。それは次の間の壁に穴をあけて、そこか
ら屋外の防空壕に出られるようにできていた。そのほか、二階には侍従の居室、学習院の先生方の室、学友六十
六人の居間兼勉強室があった。階下には東宮職の事務室、応接室、皇宮警察官控室のほかに少年航空兵約百人の
（刺）
居室兼教室があり、ホーナルのなかは文字どおり超満員で、ごった返しの大混乱をきわめていた。
ごった返しの大混乱のなか、皇太子は別待遇の数部屋を占有していたのである。なお、高杉氏は庭の防空壕につ
Ⅲ
宿
舎
・
防
空
燦
。
教
室
六
奥
日
光
の
生
活
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6４ 
（布）
下洞窟新設」杢
いたのである。
教室については付近の山小屋を使用した。高杉氏によれば「採光が悪く薄暗い部屋で、僻地の分教場でも、これ
（泥）
よりはましだろうと思われた」とのことである。日常生活の空間と授業の場とが別にとることができず、同じ部屋
を使った疎開学童たちは多い。また、授業自体が不可能であった場合もある。ここまで条件が悪化した時点で一々
比較をするのもどうかと思うが、”僻地の分教場“より悪条件でも教室を確保することとどちらが好条件かは一概
いてホテルの主人の配慮で、としているが、『戦史叢書本土決戦準備〈１〉』にある「宮内省関係の日光湯元の地
（布）
下洞窟新設」がこれであるとすれば、事情は異なってくる。皇太子の安全については格別の配慮が公的になされて
に
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
奥日光での食生活ではこれまでと違った様相が現れたようである。千田氏は述べる。
こ
こ
で
、
皇
太
子
は
四
十
二
年
の
生
涯
で
唯
一
の
空
腹
を
味
わ
う
。
食堂と名のつくものはあっても、南間ホテルにきてからもう大膳が皇太子用特別食をつくるゆとりがなくな
り、本館広間で同級生と同じものを食べることになったためだった。トウモロコシ、芋、野草の入った食事。そ
（両）
れもわずか。級友たちと野草をつむ体験も味わった。
また、高杉氏はさらに詳しく、
食事のときは、一同はホテル内の食堂に集まって、先生方も一緒にささやかな会食をするのが例になってい
（加）
た。〔中略〕食事はランチ皿の上に軽く一杯の盛り切りのご飯と、ささやかな野菜の煮付けだけであった。
殿下ももちろん生徒と同じ配給をうけ、生徒と一緒に食事をしておられたので、特別のごちそうを差し上げる
わけにもいかず、また差し上げる物もなかった。ただ同じ材料を使って、同じ献立を殿下の分は宮内省の大膳
（料理をするところ）の調理人がつくり生徒の分はホテルのコックがつくるので、多少の味の相違はあったろう
②
食
粗
事
情
の
悪
化
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ただし、吉田氏は一〔皇太子は〕昼の食事は本館の食堂に行き、同級生といっしょにとった（ここでも明仁親王
（抑）
の食事だけは大膳が作っていた）」として、旧来と同じともとれる記述をしているが、｜般にも食糧事情が最悪の
事態になった時期であり、輸送問題ともあわせてなんらかの変化があったと考えるほうが自然である。
吉田氏・高杉氏が一致しているのは、たとえ食事内容が同じでも、皇太子の食事を作っていたのは大膳の調理人
で一般とは別であったことである。このように皇太子の食生活もいよいよ危機的になった状況で、なぜわざわざ別
個に調理をする必要があったのだろうか、疑問が生じる。千田氏は別のメニューを作る「ゆとり」がなくなったと
するが、なおかつ、別の人間が調理をするのはかなりの一ゆとり」ではなかろうか。
そのことは、たとえ内容が同じであっても作り手は別でなくてはならないとする、皇太子関係者の権威主義的思
考による不合理とみなすこともできるかもしれない。しかし、そこまでこだわるのなら、まったく同じメニューと
いうのも疑問である。先に引用した皇太子の太っての帰京はこの疑問を増幅する。憶測ではあるが、貧しくなった
中でもやはりなにがしかの差はあったのではなかろうか。
関連して注目されるのは加瀬氏による次の記述である。
南間ホテルに移ってから、ある日、皇太子が一おもうさまにジャムをつくってあげるのだ」と学友にいった。
学友は総出で、ホテルの近くで野毎を摘んだ。集められた蒜は、大膳で砂糖をたっぷり入れてジャムにっくら
れ空ピンに入れられた。〔中略〕
（別）
ジャムは、箱に詰められ、東京の天皇のもとへ送られた。
これによれば奥日光時期に「たっぷり」砂糖があったことになり、高杉氏・千田氏とはかなりニュアンスが違っ
てくる。原料は異なるが奥日光でのジャム作りは高瀬広居氏も「皇太子は侍従たちの手伝いで、戦場ケ原などで採
〔中略〕
が、見かけも面
と述べている。
た
だ
し
、
吉
田
庁
（門）
見かけもほとんど変らないスイートンや雑炊であった。
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れるツルコケモモの実や、山ブドウなどを採ってはジャムを作らせたり、秋の七草や高原の香りが漂う草花をっん
（肥）
では、女官たちに持たせて両陛下のもとに届けたりした」と述べている。
加瀬氏や高瀬氏がとりわけ意図的に皇太子の「恵まれぶり」を誇張する必要はないので、全体に牧歌的すぎる感
はぬぐえないものの、なにがしか砂糖などのストックがあり、皇太子は使うことができたと思われる。食糧の逼迫
ぶりも一般とまったく同様には考えられないのである。
事実、高杉氏にしても自身による近衛師団司令部との交渉による臨時食糧調達について述べている。それによれ
なっていた」といううち、かろうじて送ったものだったのか。（閉）
ば「一週間分の米、麦、みそ、しょうゆ、乾パン、缶詰、砂糖などを配給してもらうことになった」とのことであ
る。どこでもヤミその他による配給以外の食糧調達はやっており、この特別措置を取り立てて問題にする必要はな
い。ただし、融通のききやすいものであるとの印象は否めない。先の砂糖もこうやって手に入れたものであろう
か。それとも「皇后さまにとっては、疎開先のお子様方へ、衣類や食物を届けさせるのが、せめてものお気持ちの
一端であったが、物資不足がギリギリの状態となっていた戦争末期、それすらも思うようにまかせぬことが多く
（Ｍ） 
以上、皇太子および他の親王・内親王の戦時における東京からの移動は、決して集団学童疎開と同次元の施策で
はなく、全然別個のものと考えねばならない。一般の学童疎開との違いは単に食事内容など、待遇面での格差にと
どまるものではない。そもそも発想自体が異なるのである。若干の補足を行ないつつ、まとめてみる。
第一に、皇太子の離京は基本的な日常生活を本質的に変えるものではなかった。もともと、親兄弟から離れて、
侍従や傅育官たちに保護されて暮らしていたのであって、沼津や日光の生活はその延長であった。もとより、親と
の対面は極端に間隔があいたし、数々の不便や変化はあったろうが、それまでの生活を一挙に覆して保護者から雛
小
括
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皇太子の離京と学習院の集団疎開との関係については、どちらが主導的であったかは確定できない。ただ、明ら
かなことは皇太子は学習院の集団疎開の一員として沼津・日光に行ったのではないことである。授業その他若干を
除いては別の生活をしていたのである。学習院の集団疎開と連動していたのは、皇太子の学習にとって随行の子供
（”御学友”）と学習院の授業が必要であると考えられたからである。奥日光行きはそうした連動とも離れて、皇太
子
の
避
難
先
確
保
と
影
武
者
づ
く
り
の
た
め
で
あ
る
。
そうであるから、皇太子の離京には新たな教育理念などは必要なかった。わずかに軍人としての体力づくりの強
化に便利であったことくらいであろう。皇后ビスケットや皇后短歌の「たくましく」「さとにうつりて」は皇太子
に
は
関
係
な
か
っ
た
。
皇
后
短
歌
に
関
税
し
て
皇
太
子
の
動
向
が
な
ん
ら
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
単
に
秘
密
保
持
の
た
め
で
は
な
く
、
本
質
的
に
別
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第二に、皇太子の安全の配慮は完壁を期しており、この点はまさに隔絶的な差である。一般の集団学童疎開がい
かに安全面での配慮を欠いていたかは、当然予想された沿岸地方の危険性がまったく顧慮されることなく計画さ
（閲）
れ、半年もたってから慌ただしく再疎開が県外移動もふくめて強行されたこと、現実に空襲などの危険のあるとこ
（妬）
ろ
の
再
疎
開
が
む
し
ろ
後
回
し
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。
これもまた、単に皇太子の安全を他の子供より優先させたとか皇太子にだけは念には念を入れた、という量的程
度の問題ではない。皇太子に即してはそれなりにリアルな戦局認識がなされているにもかかわらず、一般に即して
はそのようなことは欠落しているのである。そうでなければ、皇太子の沼津引き上げと入れ替わりに集団疎開学童
たちが海岸方面もふくめた疎開先に向かったことの説明がつかない。
｜般の集団疎開について軍事面から配慮されたのは安全性ではなく、軍事機密の保持であった。’九四四年八月
ある。
別されての集団生活に入った一般の集団疎開とは異なる（遠い縁者や見知らぬ他人のなかにしばしば子供だけで放
りこまれた縁故疎開とも異なる）。これはどちらがより不幸かの問題ではない。そうした比較が成り立たないので
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６８ 
一五日付の東京都教育局の起案文書「要塞地帯一一設置ノ戦時疎開学園移転ノ件」は千葉県岩井町の小石川区戦時疎
開学園、同大森区戦時疎開学園、保田町の目黒区戦時疎開学園の廃止を決定しているが、そこでは次のように述べ
ている（戦時疎開学園とは東京都が六月三○日の閣議決定に先立って、試みた集団疎開の施設）。
各学園ハ何レモ要塞地帯一一在ル関係上之ガ運営ニハ細心ノ注意ヲ払上児童ノ収容数モ養護学園二比シ増加セ
ズ、保護者ノ面会其ノ他外来者ノ出入モ禁止的厳重ノ措置ヲ識ジ児童ノ活動ニスラ自制ノ方途ヲ識ズル等防牒其
ノ他要塞地帯防護上万遺憾ナキヲ期シ来リタル所ナルガ時局ハ愈々重大ヲ加へ妓早今日ノ情勢二鑑ミルトキハ現
（師）
状ノ侭之ガ経営ヲ継続スルコトハ適当ナーフズ
これは横須賀鎮守府からの意見にもとづいている。
こうした戦局に見合う配慮は可能なのであるから、安全性の問題はそこまで手が廻らなかったのではなく、より
直接的に事態が切迫するまでは考慮する必要のないこととして、扱われていたといえよう。
（柵）
皇太子は学童たちの第一位にいたのではなく、まったく別個の存在として守られねばならなかったのである。
〈註〉
（
１
）
そ
の
ある。
（
２
）
保
阪
（
３
）
同
前
（４）佐麟佐藤秀夫一基調講演教育史から見た学童疎開」（全国疎開学童連絡協議会編『．語り継ぐ学童疎開』一九九五年、青空
社）八一頁。ここでは一点だけコメントしておきたい。保阪氏は疎開学童たちが「未知の地で飢えと寂しさに耐えられず
に泣き、そして受け入れ先の子供たちと争い、教師の言行不一致を知り、それを父母のもとに手紙で知らせてくるという
日常の図は、百の厭戦論よりも重い意味を持っていたのだ」（五九頁）とするが、〃東條の反対を押し切って“疎開先に子供
たちを行かせた「大恩人たち一の、いったん逆境に子供たちを追いやることによって厭戦感を高めるという気宇壮大な計
画（新種の窮乏化革命）には恐れ入るばかりだが、子供たちが寂しさや虐待について親に日常的に伝えることなど決して
保阪正康「四‐
同前、五九頁。
一応の集大成として全国疎開学童連絡協議会編『学童疎開の記録ｌ学童疎開の研究鮨二九九四年、大空社）が
「四十万人の日本人を救った男ｉ忘れられた『学童疎開』の大恩人ｌ’（『新潮幅』一九九四年五月号）。
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6９ 
なく、そうした手紙は「非合法一にしか書けなかったことは記録に明らかである。教師の検閲もさることながら、多数の子供た
ちは戦争遂行のため飢えや寂しさに耐えることを教育によってしみ込まされていたのである。
（
５
）
保
阪
前
掲
論
文
五
一
頁
。
（６）佐藤前掲「基調講演」八五頁。梅田欽次「天皇は自らと天皇制をどのように守ろうとしたかＩアメリカ占領軍と天皇」
（歴史教育者協議会編集『日本歴史と天皇古代から現代まで別間別答』一九八九年、大月書店）三二○頁。
（７）「遺児に御紋菓子下賜／皇后陛下重ねての御仁慈」（『朝日新聞』一九四二年三月二六日）。その他各紙・各年の［遺児の
（別）「毎日新聞』一九四四年三月一一二日には「義宮殿下をはじめ奉り御在学中の皇族若宮殿下一が出席したとあり、皇太子
の欠席は明らかである。
（
Ⅲ
）
「
朝
日
新
聞
』
一
九
四
四
年
二
月
二
九
日
。
（Ｍ）入江為年》
（胆）「入江日記
（焔）同前、四（
（
Ⅳ
）
入
江
相
政
（旧）学習院百斤
（
旧
）
中
村
勝
実
年
〕
八
月
十
正しくない。
（８）『文部時報』第八二一号二頁。
（９）豊島区立郷土資料館一豊島の集団学童疎開資料集③日記・諜簡編Ⅲ』（一九九一年、班島区教育委員会）七○頁。
（、）同『豊島の集団学童疎開資料集⑤日記・書簡編Ｖ』二九九三年、同）二四頁。
（
Ⅱ
）
細
川
資
成
「
御
下
賜
品
の
菓
子
」
（
前
出
『
学
童
疎
開
の
記
録
２
ご
一
七
四
～
一
七
五
頁
。
（胆）「文部時報』第八二二号一頁。
（旧）象徴天皇制の「儀礼君主制機能」とよばれるもの、すなわち「君主の宗教的権威や政治的影響力を前提に、儀式やイベ
ントを通じて君主を崇拝する慣習をつくりあげ、心理的・感覚的に国民を統合する機能三佐々木隆爾「現代天皇制の起
源と機能』（一九九○年、昭和出版）三○頁）がそれである。疎開児童やその親たちの苦悩や不満はこうして解消されよ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
日」関連記事参照。
入江為年監修・朝日新聞社編『入江相政日記」第一巻（一九九○年、朝日新聞社、以下『入江日記』と略）三八八頁。
「入江日記』三九○頁。
同
前
、
四
○
二
頁
の
註
。
入
江
相
政
『
城
の
中
』
二
九
七
七
年
、
中
公
文
庫
）
一
八
五
～
一
八
六
頁
。
学習院百年史編纂委員会『学習院百年史』第二編二九八○年、学習院、以下『百年史」と略）四九五頁。
中村勝実『松代大本営』（一九八三年、櫟）一二二～一二三頁。ただし、「このうわさが完全に否定されたのは〔四五
〕八月十一日で、同日付の新聞に日光に疎開中の皇太子の写真が掲載された一（一二三頁）というのは後述するように
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（犯）一九四五年一
（配）『立太子記念御
（別）千田夏光『皇一
（羽）吉田伸弥『天戸
（邪）前掲『立太子『
芸春秋）二八三舌
（訂）『百年史』三五
（羽）同前三五一頁。
（羽）野村実編『侍》
（釦）同前三○一頁。
グー、グー、
３９３８ 
、‐グ、－〆
（副）千田前掲書一五六頁。
（犯）東久邇稔彦『東久邇日記』（一九六八年、徳間書店）一三一頁。
（
鋼
）
高
橋
前
掲
「
解
説
」
二
八
三
頁
。
（狐）（鍋）一．百年史』三五二頁。
（船）吉田前掲醤九八頁。
（釘）前掲『立太子記念御写真帖』一二二頁、千田前掲書一五八頁、高橋前掲「解説」二八三頁、吉田前掲書一○○頁。
（
郷
）
『
百
年
史
』
三
五
三
頁
。
（㈹）同前三五五頁。
（ｕ）河原敏明『天皇裕仁の昭和史』（一九八六年、文春文庫）二一五頁。
（妃）吉田前掲書一○○頁。なお千田前掲書一五七頁。
（妃）東園基文「幼稚園から初等科御卒業まで」（前掲『立太子記念御写真帖』所収）五二頁。
（“）前掲『学童疎開の記録１、一所減の「学童集団疎開先一覧表」より。
（躯）高杉善治『平成の天皇青春の日々』（一九八九年、読売新聞社）一七頁。
（妬）『百年史』三六九頁。
（妬）『両岸午史』三六
（〃）同前三七一頁。
（妃×伯）吉田前掲傘
前
掲
『
立
太
子
詞
『百年史』三五
同前三五四頁。
一九四五年二月八日の各紙皇太子帰京記事（帰京は七日）。
『立太子記念御写真帖皇太子殿下』（一九五二年、妙義出版）二一二頁。
千田夏光『皇太子よどこへゆく』二九七六年、エルム）一五四～一五六頁。
吉田伸弥『天皇への道明仁陛下の昭和史』（一九九一年、読売新聞社）八三～八四頁。
前掲『立太子記念御写真帖』二一二頁、千田前掲書一五六頁、高橋絃「解説」（木下道雄『側近日誌』
吉田前掲書一○一頁。
二八三頁。
『侍従武官城英一郎日記』二九八二年、山川出版社）二九六頁。
三五二頁。
一九九○年、文
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（
船
）
高
橋
前
掲
「
解
説
」
二
八
四
～
二
八
五
頁
。
（的）山梨勝之進先生記念出版委員会編・発行『山梨勝之進先生遺芳録』（一九六八年）’三六頁。
（、）吉田前掲書一一四～二五頁。高杉氏は敗戦後のことであるが、「アメリカ軍が湯元にきて、殿下を強制的に拉致しよ
うとした場合、お身代わりの生徒を用意しておいて、これを差し出し、殿下はおしのびで湯元から裏日光の間道を経て、
会津若松にご避難していただく」計画のあったことを述べている（高杉前掲書八六頁）。
（
、
）
高
杉
前
掲
書
三
九
頁
。
（泥）吉田前掲書一一六頁。
（
師
）
同
前
二
四
九
頁
。
（兜）前掲『立太子記念御写真帖』一九二頁。傍点は原文。
（閉）吉田前掲書一○八～’○九頁。なお、東園前掲文五六頁にもこの件はでてくる。
（帥）千田前掲書一六一～’六二頁。傍点は原文。
（
皿
）
加
瀬
英
明
『
天
皇
家
の
戦
い
』
二
九
七
五
年
、
新
潮
社
）
七
七
頁
。
（舵）高杉前掲書一八頁。
（岡）藤樫準二『天皇とともに五十年宮内記者の目』（’九七七年、毎日新聞社）六七頁。なお加瀬前掲書には帰京する皇
太子について「頬がまるまる肥っている。」との記述がある二八五頁）。
（
“
）
吉
田
前
掲
書
二
四
頁
。
（
開
）
同
前
一
一
三
～
二
四
頁
。
（船）千田前掲書一七九頁、吉田前掲書二六頁。なお高橋前掲「解説」では七月一日となっている（二六五頁）。
（
師
）
河
原
前
掲
書
二
一
五
頁
、
吉
田
前
掲
書
二
四
頁
。
た
だ
し
、
墜
落
の
日
時
・
場
所
は
両
書
で
は
全
面
的
に
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
疑
問
も
〆~、／~、〆P、〆甫、〆へ〆■、〆へグー、グー、ノー、’-，グー、'－，〆￣、
６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０ 
、-ｸﾞ！、－'、-ノ、＝'、‐'、－’、-ノ、-'、－〆､－'、＝、=、一、.〆ある。 東園前掲文五四頁。
吉田前掲書一○二頁。
同前一○三頁に剣道の達人である内舎人の話がある。
橋
本
明
『
平
成
の
天
皇
』
（
一
九
八
九
年
、
文
芸
春
秋
）
二
四
八
～
二
五
○
頁
。
同前二五○頁。
『百年史』三七
同前三六七頁。 三七二頁。
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耐）それではこのような皇太子対策はどのような意図にもとづいていたか。次にはそれが解明されねばならない。それは
「松代大本営」建設とも関連する「国体護持的終戦」工作の一環として考察できるのではないかと考えるものであるが、
もとより推測にすぎない。他日を期したい。
（師）前掲「学童疎開の記録３』五四一頁および東京都公文諜館『資料・東京都の学童疎開』（一九九六年、蕊鼎都）二九四～
（布）「宮城の耐弾工事のほか、近衛第一師団長は、七月二十八日に宮内省関係の日光陽元の地下洞窟新設、八月三日には宮
内省委託の軽井沢借り上げ御用邸の地下洞窟の構築を命じられた。」（防衛庁防衛研修所戦史室「戦史叢書本土決戦準備
〈１〉』二九七一年、朝雲新聞社）四八七頁）。
（耐）高杉前掲書四○～四一頁。
（両）千田前掲書一七一頁。傍点は原文。
（ね）高杉前掲書四四頁。
（ね）同前五三頁。
（
帥
）
吉
田
前
掲
灘
二
六
～
一
一
七
頁
。
（別）加瀬前掲譜七九頁。
（皿）高瀬広層『良子皇后における人間の研究』（一九七八年、山手書房）一一二頁。なお、同書加筆改訂版「皇后さまの微
笑』（一九八三年、同）七四頁では「作らせたり」が「作られたり」に、「女官たち」が「侍従」になり、また「秋の七
草
」
の
件
が
削
ら
れ
て
い
る
。
（閉）高杉前掲書五七頁。
（肌）女性自身編集部編『御素顔の皇后さま」二九八六年、光文社）一六八頁。
（閲）一條三子「再び学童集団疎開行政を検討する」（》、歴史評論し五二四号）参照。
（柵）たとえば豊島区立郷土資料館「戦争と豊島区』（一九九五年、蝋島区教育委口会）六六頁の‐再疎開はなぜおこなわれ
（ね）入江為年「学友がみた皇太子」（小野昇編「若き皇太子』一九五二年、第一出版社）九四頁。
（洞）高杉前掲醤四○頁。ただし、儀仗隊の登場していないのは奇異である。七九頁によれば奥日光まで随行しているのは砿
たか」参照。
二九五頁。
かである。
Hosei University Repository
